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ぶ

上

制度改革の好機ニ
が
加
入
す
る
。
Ａ
Ｉ
Ｊ
に
預
け

た
約
３
０
億
円
を
失
い
、
国
に
返

す
積
立
不
足
額
は
２
０
１
２
年

３
月
末
に
約
５
０
億
円
も
あ
っ
た

が
、
足
元
は
４
割
減
っ
た
。
一

時
は
社
員
１
人
あ
た
り
７
５
万

円
、
計
約
４
２
０
０
万
円
に
上

っ
た
メ
ト
ロ
ー
ル
の
解
散
時
の

負
担
金
も
大
幅
に
減
る
。
「
い

ま
出
血
を
止
め
な
い
と
後
で
大

こ足

）０００
円

末、〔注〕２００３年～
１３年は２月

止
す
る
法
案
を
今
国
会
に
出
Ｂ
の
同
意
が
あ
る
の
に
国
が
認
へ
の
上
乗
せ
幇
を
失
う
。
例
え

す
。
法
ｎ
売
取
り
し
て
１
割
め
な
い
の
は
お
か
し
い
」
（
年
ば
、
加
入
者
の
責
任
で
運
用
す

弱
の
５
０
～
６
０
の
基
金
が
す
で
に
金
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
の
夕
る
私
的
年
金
の
確
定
拠
出
型
年

解
散
の
手
続
き
に
入
っ
た
。
（
１
３
ワ
ー
ズ
ワ
ト
ソ
ン
）
。
金
（
日
本
版
４
０
１
ｋ
）
。
個

年
度
に
は
１
０
０
前
後
が
解
散
Ｏ
Ｂ
の
年
金
受
給
権
へ
の
配
人
型
の
４
０
１
ｋ
に
専
業
主
婦

し
、
５
年
以
内
に
大
半
が
姿
を
慮
は
必
要
だ
が
、
過
去
の
高
金
は
加
入
で
き
な
い
。
結
婚
な
ど

消
す
」
（
厚
労
省
）
。
母
体
企
利
時
代
に
約
束
し
た
給
付
利
回
で
専
汪
が
退
職
す
る
と
途
端
に

業
で
埋
め
き
れ
な
い
積
立
不
足
り
は
５
％
以
上
が
大
半
。
超
低
老
後
の
保
障
は
弱
く
な
る
。

額
は
公
的
救
済
さ
れ
る
が
、
そ
金
利
下
で
は
実
現
が
困
難
で
、
米
国
に
は
個
人
の
責
任
で
年

の
線
引
き
は
曖
昧
だ
。

「
自
助
努
力
型
」
広
げ
る
必
要

変
な
こ
と
に
な
る
」
。
母
体
企
ち
に
解
敵
す
れ
ば
、
母
体
企
某

業
の
声
が
、
慎
璽
な
事
務
局
を
の
負
担
は
軽
く
て
済
と
。
Ａ
Ｉ

押
し
切
っ
た
。
Ｊ
事
件
直
後
の
１
２
年
３
月
末
に

市
場
の
変
化
を
好
機
と
み
て
積
立
不
足
額
は
前
年
の
２
倍
近

早
期
の
解
散
に
動
く
厚
年
基
金
い
１
・
１
兆
円
に
膨
ら
ん
だ
。

が
増
え
て
い
る
。
傷
が
浅
い
う
大
和
総
研
の
菅
野
泰
夫
主
任
研

究
員
は
、
こ
の
２
月
末
に
５
千
置
き
去
り
に
な
っ
た
問
勉
も

億
円
規
模
に
減
っ
た
と
み
る
。
あ
る
。
代
表
例
が
、
大
手
企
業

言

万

自

Ｕ

Ｅ

鰐

騏

繋

蒜

厚
生
労
働
省
は
、
厚
年
基
金
る
基
準
緩
和
だ
。
０
６
年
の
Ｎ
Ｔ

制
度
を
１
０
年
後
に
事
実
上
、
廃
Ｔ
の
よ
う
に
「
労
使
合
意
や
Ｏ

Ｏ
Ｂ
年
金
へ
の
植
填
が
企
業
経
金
を
積
み
立
て
る
制
度
が
あ

営
の
足
か
せ
に
な
る
。
産
業
界
る
。
４
創
の
但
帯
が
入
り
、
年
金

で
は
、
経
営
彷
思
に
か
か
わ
ら
の
引
き
出
し
時
は
非
課
税
だ
。

ず
現
役
世
代
と
同
じ
水
準
へ
の
中
央
大
学
の
森
信
茂
樹
教
授

引
き
下
げ
を
柔
軟
に
認
め
る
べ
は
、
全
国
民
を
対
象
に
私
的
年

き
だ
と
の
声
が
多
い
。
金
制
度
の
創
設
を
提
唱
す
る
。

自
助
努
力
を
岫
に
し
た
私
的
Ａ
Ｉ
Ｊ
事
件
は
、
相
場
の
上
昇

年
金
の
拡
充
も
課
題
だ
。
厚
年
を
前
提
に
し
た
企
業
年
金
の
問

基
金
制
度
の
廃
止
で
、
４
０
０
題
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
年
金

万
人
強
の
加
入
者
は
、
新
制
度
改
革
に
は
個
人
の
自
助
努
力
を

に
移
行
し
な
い
限
り
公
的
年
金
軸
に
据
え
た
視
点
も
必
要
だ
。
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Ａ
-
Ｊ
の
教
訓

約
２
千
億
円
の
企
業
年
金
資
「
株
高
の
今
こ
そ
、
基
金
を

産
の
ほ
と
ん
ど
を
消
失
さ
せ
た
解
散
す
る
千
哉
一
遇
の
機
会

Ａ
Ｉ
Ｊ
扮
賓
顧
問
。
昨
年
２
月
だ
」
。
全
国
光
学
工
業
厚
生
年

末
の
事
件
発
党
か
ら
１
年
余
り
金
基
金
が
２
月
に
開
い
た
代
議

で
、
浅
川
和
昇
住
長
ら
は
詐
欺
員
会
で
、
メ
ト
ロ
ー
ル
（
束
只

罪
で
起
訴
さ
れ
、
舞
台
に
な
っ
都
立
川
市
）
の
松
橋
卓
司
社
長

た
厚
生
年
金
基
金
の
制
度
廃
止
は
こ
う
訴
え
た
。
母
体
企
業
の

論
議
に
発
展
し
た
。
足
元
の
円
９
割
弱
が
鷲
同
し
、
早
期
解
散

高
修
正
と
株
高
で
、
年
金
消
失
の
検
討
を
始
め
た
。

事
件
の
遠
因
に
な
っ
た
企
業
年
ｊ
Ｉ
Ｊ

金
の
積
立
不
足
額
は
大
き
く
減
「
ぼ
血
を
止
め
る
」

っ
た
。
残
る
問
題
の
解
決
に
道
１
９
７
１
年
設
立
の
同
基
金

筋
を
つ
け
、
企
業
年
金
制
度
を
に
は
、
精
密
機
器
製
造
な
ど
約

改
革
す
る
好
機
だ
。
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０
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）


